
第３回こども・若者

アンケート

まとめ



【アンケート調査の内容】

対 象：こども・若者モニターの登録者

（小学生、中高生、大学生等・20歳代、保護者）

方 法：ウェブアンケート

テ ー マ ：脱炭素、防災

期 間：令和７年10月８日から10月21日まで

回答数：327人
小学生 中学生 高校生 大学生・20歳代 保護者

35人 11人 14人 45人 222人
【内訳】



脱炭素に関する意識調査
－アンケート結果のまとめ－

一人ひとりが脱炭素に取り組むことは必要？

取組の必要性について、理解が得られています

割以上が「必要」と回答
（「どちらかと言えば必要」を含む）

９

脱炭素の情報を受け取りやすいと思う手段は？

にいがたゼロチャレ30について

くわしくはこちらから

（新潟県脱炭素ポータルサイト）

✓ にいがたゼロチャレ30
・知らない人：約８割

小・中学生（回答：46人）

✓お風呂は間隔をあけずに入る

✓
82.6％

高校生以上（回答：281人）

省エネ効果の高い

家電を選択
✓

LED照明器具に交換✓ 53.4％

32.7％

「実施している」「新たに実施したい」取組の上位「やっている」「これからやってみたい」取組の上位

✓ 脱炭素社会
・内容を知っている※人：約４割

・知らない人：約２割

※よく知っている、おおむね（だいたい）知っている の合計

日常生活でできる脱炭素社会の実現に向けた取組の状況／取り組むために効果的or支障になることは？

ちなみに、言葉の認知度はこのくらい

くわしい結果はP７～

「取り組むために効果的だと考えること」の上位

「自分がなにをすればいいのか分かる」 65.2％

「取り組むうえで支障になると考えること」の上位

「同じように脱炭素に取り組もうという

気持ちの人が周りにいない」 32.6％

「取り組むために効果的だと考えること」の上位

「どのくらいお金を節約できるのか分かる」 61.9％

「取り組むうえで支障になると考えること」の上位

「金銭面で負担がかかる」 63   ％

テレビ、Instagram、YouTube、学校(学校からのおたより等)

「にいがたゼロチャレ30」をはじめとする、日常生活でできる脱炭素の取組について、

今回のアンケート結果を参考に、多様な媒体で周知していきます。

「これからやってみたい」

冷蔵庫のとびらは、

あけたらすぐにしめる

※中学生以上に質問

世代別の結果はP10

「やっている」

56.5％

「実施している(または実施済み)」

「新たに(または将来的に)実施したい」
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(1)脱炭素社会 (2)にいがたゼロチャレ30
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世代別合計（n=327）

知らない 聞いたことはあるが、内容まで知らない

内容をおおむね（※2）知っている 内容をよく知っている

27 

9 

10 

37 

177 

260 

6 

2 

3 

6 

36 

53 

2 

0 

0 

2 

8 

12 

0 

0 

1 

0 

1 

2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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中学生（n=11）

高校生（n=14）

大学生・20歳代（n=45）

保護者（n=222）

世代別合計（n=327）

知らない 聞いたことはあるが、内容まで知らない

内容をおおむね（※2）知っている 内容をよく知っている

１ 地球温暖化対策(※1)に関する次の言葉を知っていますか

○脱炭素社会について、内容を知っている（よく知っている、おおむね知っている）人が約４割、知らない人が約６割。

○にいがたゼロチャレ30については、知らない人が約８割。
※1 小学生には「地球温暖化をふせぐこと」と質問しています

※2 小学生・中学生には「内容をだいたい知っている」としています 3
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56.52%

28.26%

39.13%

28.26%

41.30%
50.00%

4.35%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

使
っ
て
い
な
い
電
気
は
消
す

お
風
呂
は
間
隔
を
あ
け
ず
に
す
ぐ
に
は
い

る

冷
蔵
庫
の
と
び
ら
は
、
あ
け
た
ら
す
ぐ
に

し
め
る

な
る
べ
く
ご
み
を
だ
さ
な
い
、
ご
み
を
だ

す
と
き
は
分
別
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
す
る

残
さ
ず
食
べ
る

新
潟
県
で
で
き
た
旬
の
野
菜
や
お
肉
を

た
べ
る

出
か
け
る
と
き
は
マ
イ
ボ
ト
ル
を
持
っ
て

い
く

な
し

知っている率 やっている率 これからやってみたい率

２ 日常生活でできる脱炭素社会の実現に向けた取組（脱炭素の取組）について

○「知っている」割合が最も高いのは「使っていない電気は消す（84.78％）」

○「やっている」割合が最も高いのは「冷蔵庫のとびらは、あけたらすぐにしめる（82.61％）」

○「これからやってみたい」割合が最も高いのは「お風呂は間隔をあけずにすぐにはいる（56.52％）」

小・中学生 n=46（小学生：35名、中学生：11名）
※本設問は、「知っている」「やっている」「これからやってみたい」をそれぞれ複数選択可としているため、各割合は重複を含みます。
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熱
性
能
の
家
に
建
て

替
え
・改
修

月
々
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電
気
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を
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易
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入
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ど
）
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リ
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カ
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気
自
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電

池
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車
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使
用

自
動
車
運
転
時
に
エ
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ド
ラ
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徒
歩
や
自
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車
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共
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通
機
関
で
の
移
動

エ
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マ
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製
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の
環
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な
し

知っている率 実施している（または実施済み）率 新たに（または将来的に）実施したい率

２ 日常生活でできる脱炭素社会の実現に向けた取組（脱炭素の取組）について

高校生以上 n=281（高校生：14名、大学生等：45名、保護者：222名）
※本設問は、「知っている」「実施している（または実施済み）」「新たに実施したい（将来的に実施したい）」取組を

それぞれ複数選択可として質問しているため、各割合には重複を含みます。

○「知っている」「実施している」割合が最も高いのは「LED照明器具に交換」

○「新たに実施したい」割合が最も高いのは「お風呂は間隔をあけずにすぐにはいる（32.74％）」
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３ 日常生活での脱炭素の取組の必要性(※3)について

※3 小学生向けは「脱炭素の取組のひつようさ」と表現しています

※4 高校生以上向けは 「一人ひとり（個人レベル）による日常生活での脱炭素の取組は必要だと考えていますか」

（必要と考えている・どちらかといえば必要と考えている・どちらかといえば必要と考えていない・必要と考えていない）と表現しています

一人ひとりが脱炭素に取り組むことは必要だと思いますか(※4)
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必要だと思う どちらかといえば必要だと思う どちらかといえば必要だと思わない 必要だと思わない

○いずれの世代でも「必要」とする回答が最も多く、

「どちらかといえば必要」を含めると、全体の９割以上が必要性を感じている。

必要だと思う
60.6%

どちらかといえ

ば必要だと思う
33.6%

どちらかとい

えば必要だ

と思わない
4.0%

必要だと思

わない
1.8%

6



日常生活で脱炭素に取り組むために効果的だと考えることはなんですか（複数選択可）(※5)

※5 小学生向けには、「どんなことがあったら、あなたは脱炭素（だつたんそ）にとりくめそうですか」と質問しています。
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小・中学生 n=46（小学生：35名、中学生：11名） 高校生以上 n=281（高校生：14名、大学生等：45名、保護者：222名）

○小・中学生では「具体的に自分がなにをすればいいのか分かる（65.2％）」

高校生以上では「自分が取り組むことで、どのくらいお金を節約できるのか分かる（61.9％）」の割合が高かった。
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日常生活で脱炭素に取り組むうえで支障になると考えることはなんですか（複数選択可）(※6)
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○小・中学生では「同じように脱炭素に取り組もうという気持ちの人が周りにいない（32.6%）」

高校生以上では「金銭面で負担がかかる（63％）」が最も多かった。
※6 小学生向けには、「脱炭素にとりくむのがむずかしいとおもう理由はありますか」と質問しています。
※7 小学生向けには、「遊びや勉強など、普段の生活がいそがしい」としています。

(※7 )

小・中学生 n=46（小学生：35名、中学生：11名） 高校生以上 n=281（高校生：14名、大学生等：45名、保護者：222名）
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４ 日常生活で脱炭素に取り組むきっかけとなるイベントについて

どんなイベントなら参加したいですか（複数選択可）

○小・中学生では「実験や工作をして学ぶイベント」が最も人気

○高校生以上では「食品ロス削減や地産地消につながる料理を作って食べられるイベント」が最も人気
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述
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あ
て
は
ま
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も
の
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な
い

高校生（n=14） 大学生・20歳代（n=45） 保護者（n=222）
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５ 脱炭素に関する情報発信について

あなたが脱炭素の情報を受け取りやすいと思う手段を選んでください（複数選択可）(※8)

テレビ 新聞 ラジオ

新潟県や

市町村の

ホームぺー

ジ、広報誌

(*1)、イベ

ント

YouTube TikTok Instagram Facebook
Ｘ（旧

Twitter）
LINE note

ポストに投

函されるチ

ラシやフ

リーペー

パー(*2)

駅やバス

停など、通

勤・通学時

に見かける

ポスターや

チラシ、デ

ジタルサイ

ネージ(*3)

スーパー

やコンビニ

で見かける

ポスターや

チラシ、デ

ジタルサイ

ネージ(*4)

学校（学校

からのおた

よりなど）

その他（自

由記述）

あてはまる

ものはない

中学生（n=11） 54.5% 18.2% 27.3% 36.4% 54.5% 36.4% 45.5% 9.1% 27.3% 18.2% 9.1% 0.0% 18.2% 18.2% 63.6% 0.0% 0.0%

高校生（n=14） 85.7% 28.6% 21.4% 28.6% 71.4% 50.0% 71.4% 14.3% 50.0% 42.9% 21.4% 28.6% 35.7% 21.4% 50.0% 0.0% 0.0%

大学生・20歳代（n=45） 71.1% 13.3% 17.8% 31.1% 62.2% 26.7% 57.8% 0.0% 53.3% 42.2% 4.4% 20.0% 46.7% 24.4% 40.0% 0.0% 0.0%

保護者（n=222） 55.9% 14.0% 11.7% 41.0% 43.2% 18.5% 59.0% 7.2% 27.0% 29.3% 4.1% 18.5% 14.0% 14.9% 35.1% 0.9% 1.4%
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50%

60%
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100%

中学生（n=11） 高校生（n=14） 大学生・20歳代（n=45） 保護者（n=222）

※8 小学生には質問していません。中学生向けには、以下の文言を変更し、質問しています。

*1 広報誌 → おたより

*2 ポストに投函されるチラシやフリーペーパー → 中学生には質問していないため、結果が０％になっています

*3 通勤・通学時に見かけるポスターやチラシ、デジタルサイネージ → 登下校の時に見かける掲示物

*4 スーパーやコンビニで見かけるポスターやチラシ、デジタルサイネージ → スーパー・コンビニなど、買い物の時に見かける掲示物

○全体的に、「テレビ」「YouTube」「Instagram」が多いが、中学生は「学校」が最も多い。
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防災に関するアンケートの結果（概要）

-----------------------------------------------------------------------------------

Q防災アプリは使っていますか？

A「使っている」47％ 「使っていない」（「スマホ等を持っていない」も含む）53％

-----------------------------------------------------------------------------------

Q防災に関する情報を得ている、いつもの入手先は？

A「X（旧Twitter）」24％ 「LINE」24％ 「学校の授業」17％ など

Q防災に関する情報を得やすいと思う入手先は？

A「X（旧Twitter）」30％ 「LINE」34％ 「学校の授業」34％ など

----------------------------------------------------------------------------------------

Q新潟県災害デジタルアーカイブの認知度は？

A「知っている」5％ 「知らない」95％

----------------------------------------------------------------------------------------

Qぼうさいこくたい2025in新潟の事前認知度は？

A「知っていた」35％ うち「テレビから知った」50％、「家族や友達から知った」25％

----------------------------------------------------------------------------------------

Q学んでみたい防災テーマは？またどんな形式で学びたいですか？

A「非常食や備蓄に関するテーマ」65% 「学校での授業形式」45％ など

----------------------------------------------------------------------------------------

ロゴ, 会社名

グラフィカルユーザーインターフェイス  AI 生成コンテンツは誤りを含む可能性があります。

抽象, 挿絵が含まれている画像 AI 生成コンテンツは誤りを含む可能性があります。

今回のアンケート結果を、県民の防災意識の向上に向けた普及啓発に活用していきます。

なお、上記の数値は全世代の合算となっています。各設問の世代別回答については次ページ以降をご覧ください。
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６ 普段、防災関連のアプリは使っていますか？

（使っている方は）どのようなアプリを使っていますか？（複数選択可）

○すべての世代で、50％以上が防災アプリを利用していない。（「使っていない」と「スマホやタブレットを持っていない」の合算値）

○「新潟県防災ナビ」を使っている人は、保護者(n=150)で28％(42人)、小学生(n=14)で71%(10人)となっている。

※「新潟県防災ナビ」は、県内全域の洪水、土砂災害、津波などのハザードマップを普段から手軽に閲覧できる機能や、

市町村からの避難指示、気象台からの大雨警報、洪水警報などの情報をプッシュ通知でいち早く入手できる機能

を有するスマートフォン用アプリです。

50%

43%

50%

27%

37%

49%

53%

50%

54%

37%

1%

4%

18%

25%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

保護者（n=222）

大学生・20歳代（n=45）

高校生（n=14）

中学生（n=11）

小学生（n=35）

普段、防災関連のアプリは使っていますか？

使っている 使っていない スマホやタブレットを持っていない

28%

22%

20%

71%

23%

9%

10%

33%

49%

70%

70%

67%

29%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

保護者（n=150）

大学生・20歳代（n=23）

高校生（n=10）

中学生（n=3）

小学生（n=14）

どのようなアプリを使っていますか？（複数選択可）

新潟県公式アプリ「新潟県防災ナビ」

国や市町村が作成したアプリ（新潟県防災ナビを除く）

その他の防災アプリ（Yahoo!防災速報、NHKニュース・防災 など） 12



テレビ 新聞 ラジオ
新潟県や市町

村の広報媒体
YouTube TikTok Instagram Facebook Ｘ（旧Twitter） LINE

スーパーなど

での掲示物

（※）

家族や友達・

知人
学校の授業

小学生（n=35） 85.7% 25.7% 14.3% 28.6% 22.9% 11.4% 17.1% 2.9% 11.4% 11.4% 0.0% 57.1% 45.7%

中学生（n=11） 81.8% 27.3% 18.2% 27.3% 9.1% 9.1% 9.1% 0.0% 9.1% 0.0% 18.2% 45.5% 63.6%

高校生（n=14） 92.9% 28.6% 14.3% 35.7% 35.7% 35.7% 42.9% 7.1% 35.7% 42.9% 42.9% 14.3% 35.7%

大学生・20歳代（n=45） 77.8% 26.7% 15.6% 24.4% 20.0% 8.9% 22.2% 0.0% 55.6% 22.2% 26.7% 15.6% 26.7%

保護者（n=222） 74.3% 15.3% 15.3% 46.4% 15.8% 5.0% 23.0% 3.2% 20.3% 26.6% 18.0% 5.9% 7.7%
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10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

小学生（n=35） 中学生（n=11） 高校生（n=14） 大学生・20歳代（n=45） 保護者（n=222）

※ 小学生には質問していないため、結果が0％となっています。

○すべての世代で、「テレビ」から情報を入手していると回答した人の割合が70％以上となっている。

○小学生で「家族や友達・友人」、中学生で「学校の授業」、大学生・20歳代で「X（旧Twitter）」から

情報を入手していると回答した人の割合が50％以上となっている。
13

７ 普段、防災に関する情報をどこで入手していますか？（複数選択可）



テレビ 新聞 ラジオ
新潟県や市町

村の広報媒体
YouTube TikTok Instagram Facebook Ｘ（旧Twitter） LINE

スーパーなど

での掲示物

（※）

家族や友達・

知人
学校の授業

小学生（n=35） 57.1% 31.4% 11.4% 37.1% 34.3% 8.6% 17.1% 5.7% 17.1% 20.0% 0.0% 34.3% 51.4%

中学生（n=11） 54.5% 45.5% 36.4% 36.4% 45.5% 27.3% 27.3% 0.0% 36.4% 18.2% 18.2% 27.3% 63.6%

高校生（n=14） 85.7% 28.6% 14.3% 42.9% 64.3% 42.9% 64.3% 14.3% 50.0% 57.1% 35.7% 14.3% 50.0%

大学生・20歳代（n=45） 60.0% 22.2% 22.2% 13.3% 46.7% 22.2% 44.4% 0.0% 57.8% 37.8% 22.2% 24.4% 35.6%

保護者（n=222） 63.5% 9.9% 14.4% 41.4% 29.3% 16.7% 42.8% 5.4% 25.2% 40.1% 14.0% 15.8% 27.5%
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小学生（n=35） 中学生（n=11） 高校生（n=14） 大学生・20歳代（n=45） 保護者（n=222）

14

８ 防災に関する情報を入手しやすい手段は何ですか？（複数選択可）

※ 小学生には質問していないため、結果が0％となっています。

○すべての世代で、「テレビ」から情報を入手しやすいと回答した人の割合が50％以上となっている。

○小中学生で「学校の授業」、高校生で「YouTube・Instagram・X（旧Twitter）・LINE・学校の授業」、

大学生・20歳代で「X（旧Twitter）」から情報を入手しやすいと回答した人の割合が50％以上となっている。



知っている
5%

知らない
95%

新潟県災害デジタルアーカイブを知っていますか？

（n=327 全世代）

4

10

2

5

人

2人

4人

6人

8人

10人

12人

ラジオ 新潟県ホームページ 新潟県防災局X（旧Twitter） 家族や友達・知人

どこで知りましたか？（複数選択可 n=17）

９ 新潟県災害デジタルアーカイブを知っていますか？

（知っていた方は）どこで知りましたか？（複数選択可）

※「新潟県災害デジタルアーカイブ」は、新潟県内で発生した過去の災害について

広く県民の皆様に知ってもらうために令和7年3月から新潟県ホームページで

公開しています。（https://www.pref.niigata.lg.jp/site/saigai-archive/）

詳しくはこちら→

グラフィカルユーザーインターフェイス  AI 生成コンテンツは誤りを含む可能性があります。

○知っていると回答した人は、17人(5%)となっている。

○知っていると回答した人のうち、「新潟県ホームページ」から知ったという人は、10人(58%)となっている。 15
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知っていた
35%

知らなかった
65%

ぼうさいこくたいが開催されることを事前に知って

いましたか？（n=327 全世代） 56

15
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3 2
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6 7 9
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人
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20人
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どこで知りましたか？（複数選択可 n=113）

10 「ぼうさいこくたい2025 in 新潟」が開催されることを事前に知っていましたか？

（知っていた方は）どこで知りましたか？（複数選択可）

※「ぼうさいこくたい2025 in 新潟」は、令和7年9月6日、7日に新潟市の朱鷺メッセで

開催された日本最大級の防災イベントです。

（https://bosai-kokutai.jp/2025/） 詳しくはこちら→

抽象, 挿絵が含まれている画像 AI 生成コンテンツは誤りを含む可能性があります。

○知っていたと回答した人は、113人(35%)となっている。

○「テレビ」で開催されることを知ったと回答した人は、56人(49%)となっている。

○「家族や友達・知人」から知ったと回答した人が、28人(25%)で2番目に多く、口コミによる広がりがあった。
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51%

57%

63%

66%

69%

77%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

家族や友達と連絡をとる方法

避難所ってどんなところ、どうやって行くのか

防災グッズや非常持ち出し袋の中身を調べてみよう

家の中で安全な場所と危ない場所を見つける方法

地震がきたときにどうやって自分を守るか

もし電気や水が止まったらどうするのか

どのような防災テーマを学んでみたいですか？（複数選択可）

小学生（n=35）

17%

31%

34%

40%

43%

57%

60%

77%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

防災に関するチラシを見る

キャラクター（レルヒさんやトッキッキ）の特別授業

Youtubeで防災に関する動画をみる

防災に関する建物の見学

タレントやアナウンサーの特別授業

いつもの学校での授業

防災に詳しい人の特別授業

みんなで体験しながら学ぶ授業

選んだ防災テーマについて、どのような形式であれば学びたいですか？

（複数選択可）

小学生（n=35）

11 どのような防災テーマを学んでみたいですか？（複数選択可）（※）

12 選んだ防災テーマについて、どのような形式であれば学びたいですか？（複数選択可）（※）

○学んでみたい防災テーマは、すべてのテーマで50％以上となっている。

○学習形式については、「みんなで体験しながら学ぶ授業」「防災に

詳しい人の特別授業」「いつもの学校での授業」で学びたいと回答し

た人の割合が50％以上となっている。

※上記2つの質問では、「小学生」と「中学生」「高校生」「大学生・20歳代」「保護者」で質問項目が異なっています。

このスライドは「小学生（n=35）」のみの回答結果です。
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

家庭でできる簡単防災対策（家の中の危険箇所チェックや家

具の固定方法）

非常食・備蓄の工夫（3日分の食料備蓄の作り方やアレンジ料

理）

災害時の情報収集と伝え方（SNSやアプリを活用した安否確認

や情報発信）

避難行動と避難所の使い方（避難経路の確認や避難所生活

のポイント）

地震・津波・豪雨など災害ごとの対策（それぞれの災害の特徴

と身の守り方）

災害に強いまちづくり・地域防災（自治会や地域でできる防災

活動の紹介）

停電・断水に備えるライフハック（簡易ライトや給水、調理の工

夫）

防災グッズの活用と自作方法（家庭でできる防災グッズ作りや

活用アイデア）

どのような防災テーマを学んでみたいですか？（複数選択可）

中学生（n=11） 高校生（n=14） 大学生・20歳代（n=45） 保護者（n=222）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

大学教授などの専門家による講演会（セミナー）

タレントやアナウンサーなどによる防災講座

キャラクター（レルヒさんやトッキッキ）による防災講座

学校での防災授業

Youtubeなどによるオンラインの防災動画配信

チラシ・パンフレットの配布

参加者主体の体験型講座（ワークショップ）の実施

防災に関連する施設見学

選んだ防災テーマについて、どのような形式であれば学びたいですか？

（複数選択可）

中学生（n=11） 高校生（n=14） 大学生・20歳代（n=45） 保護者（n=222）

13 どのような防災テーマを学んでみたいですか？（複数選択可）

14 選んだ防災テーマについて、どのような形式であれば学びたいですか？（複数選択可）

○学んでみたい防災テーマは、「停電・断水に備えるライフハック」 「非常食・備蓄の工夫」においてすべての世代で50％以上となっている。

○学習形式については世代別に、中学生と高校生で「学校での防災授業」、大学生・20歳代で「チラシ・パンフレットの配布」、保護者で「参加

者主体の体験型講座（ワークショップ）の実施」がそれぞれ一番高い割合となっている。
18

※上記2つの質問では、「小学生」と「中学生」「高校生」「大学生・20歳代」「保護者」で質問項目が異なっています。

このスライドは「中学生（n=11）」「高校生（n=14）」「大学生・20歳代（n=45）」「保護者（n=222）」の回答結果です。
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